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                               千葉県県土整備部河川環境課 

電話０４３－２２３－３１５５ 

印旛沼で消失した水草の再生に成功 

～印旛沼の水質浄化へ～ 

１．事業名 

  統合河川環境整備 

２．整備箇所 

  千葉県成田市八代地先（成田整備事務所管内） 
３．整備目的 

  印旛沼における沈水植物の再生 

４．整備方法 

    囲い込み水位低下法        

 
５．整備期間 

    平成２０年１月～平成２０年３月 

６．成果 

   印旛沼の沼底の埋土種子から、かつて印旛沼に繁茂していた沈水植物の再生に成功しました。 

   再生した沈水植物の中には、ムサシモ、ハダシシャジクモ、オトメフラスコモなどの、全国的に

も貴重な種も確認されました。（【別紙－１】参照）       

 
                           問い合わせ先 

                              千葉県県土整備部河川環境課 

                              担当：岩井、林、御園生 

                          電話０４３－２２３－３１５５ 

印旛沼はかつて、豊かで清らかな水を湛え、様々な生き物が生息し、農業を支え、豊かな漁場を提

供してきました。現在も、県民の貴重な飲料水、農業用水、工業用水として利用されています。 
しかし、昭和３０年代からの高度経済成長に伴う都市化と、飲料水および工業用水の確保を目的と

した貯水池化により水質が悪化し、「水生植物の宝庫」といわれた印旛沼の水草は徐々に減少し、近

年ではほぼ消失してしまいました。 
千葉県では、平成１４年１月に「印旛沼水質改善技術検討会」を発足し、印旛沼の水質改善を進め

るための効率的な事業・施策を検討してきました。今回の水草の再生は、沼本来の自浄作用に着目し、

植生による水質浄化を目指した取り組みの一環として、沼内に設けた水域において、消失した沈水植

物の再生に成功したものです。 
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（別紙－１）
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整備箇所位置図 
 
 

 
 
 
 
 

八代 1 工区 

(囲い込み水位低下法による整備)

表層の浮泥の取り除き作業（厚さ 30cm 程度を除去） 完成直後 

成田市八代（成田整備事務所管内）

（囲い込み水位低下法） 
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